自転車のルールを守って、ミ全走行 

♦止まって確認、らくらく発進 
♦ライトをつけて、らくらく走行 


ご柏談窓□における個人情報のお取り扱い 

パナソニックサイクルテック株式会社（およびその関係会社）は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談 
への対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残ずことびありまず。また、折り返し電話させて 
いただくとさのため、ナンバー•ディスプレイを採用していまず。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等 
を委託ずる場合や正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓口 
にご連絡ください。 


修理.取扱し、.手入れなどはまず、お買い上げの販売店へご相談くださし、。 


転居や贈答品でお困りの場合は、下記窓□にご柏談くださし、。 


東化地区 (022) 382-7791 
埼群•新漏地区 (0480) 93-8071 
中有 R • ま海地区 （0 已 87) 已 4-41 11 
中国-四国地区 (082) 870-7776 


ま京-関ま地区 (0422) 34-4117 
栃木-巧城地区 (0286) 已2-已04巨 
近畿地区 （072) 97已-4100 
九州-沖縄地区（092) 621-9918 


※受付時間平日（± •日-祝日および年末年始等の連休を除く） 9:00 〜 1 ス〇〇 
※上記の柏談窓□び通じない場合や、北瓶1 • 北陸地区のお客様は、当社お客様柏談室（下誠に 
おかけなおし < ださい。 


パナソニックサイクルテック株式会社お客様ホ目談室 
Tel : (072) 977-1603 
受付時間 9:00-20:00 


パナソニックサイクルテック株式会社 

干已 82-8 已01大阪府柏原市片山町13番13号 


◎ Panasonic Cycle Technoloay Co., Ltd. 2009 


NYT 1096 GO 609 -0 


Panasonic 


取扱説明書 

電動アシスト自輯車 


口。口 s BE-ENH67 



※イラストは、イメージ図を使用しています。形がやデヴインび、お買い上げいただいに自転車と異なる場合びあります。 


このたびは、ノ（ナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございまず。 

♦取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に 「をを上のごま意 J (4 ~11 ぺージ） を必ずお読みください。 

♦保証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととをに大切に保管してください。 
♦製品を他の人に譲ミ度される場合は、この取扱説明書を一緒にお渡しください。 

♦おモ様びお使いになる場合は、保護者の方びこの取扱説明書を必ずお読みいたださ、 

正しい乗りかたをご指導ください。 

♦この自転車は、散歩、買い物などの曰常生ま用として設計されていまず。 

新聞配達など、業務用としてご使用にならないでください。 

♦安全のため、ヘルメットの着用をお勧めしまず。 

♦万び一の事故に備え、対人-対物賠償保険に加入されることをお勧めしまず。 

♦必ず、販売店で防犯登録の申請手続さを行ってください。（法令で義務付けられていまず。） 

• この自転車は幼児用座席を取り付けることはでさません。 


保証書別添付 















































③ バッテリーび切れても、普通の自転車として走行できまず。 

夜間ライトびつかないとさは、巧して歩いてください。無な火での夜間乗車は、法令違反になりまず。 

④ アシストモード切替機能び付いています。 

手元スイッチの切替で、平地のなアシスト走行から急坂でのパワフル走行まで自動制御ずる「オートマチック」 
び選べまず。 

⑥ リチウムイオンバッテリーを使用していまず。 

メモ U - 効果※のむ配びなく、軽量で安全性に優れたマンガン系 U チウムイオンバッテ U - を搭載していまず。 
※メモ I 」一効果とは、継ぎ足し充電を何度ち繰り返すことで見かけ上のバッテ I 」一の性能び低下する状態のことです。 

(お知らせ） 

♦巧のよラなとさはアシストカは働さません。 

〇時速び24 km / h じ(上のとさ。 

〇ペダルを踏む力び弱いとさ、または、ペダルの回転を止めているとさ。 

〇バッテ U —の残量びな < なったとさ。 

〇オートオフシステムび働いたとき。（電源び入った状態で]0分じ(上ペダルを踏まなかったと志自動的に電源び 
切れます。再度走行するとさは、電源を入れてください。） 



お買い求めいただいた自転車は、電動補助 （アシスト) システムび付いた自転車でず。 
電動アシスト自転車は、普通の自転車と異なった部分びありまず。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく、ま全、快適にお乗りください。 

♦お買いホめいただいた電動アシスト自転車の特長 

① 免許証び不要です。 

電動アシスト自転車は、運転免許証無しで乗ることびでさまず。 

② アシストカの働きで楽に乗れまず。 

ペダルを一定];{上の力で踏むとアシストカび働さ、自転車よりち軽い踏力で走行でさまず。 

改正された道路交通法施行規則に008年）に適合した新基準対応モデルでず。 

☆下のグラフは「人の踏力」と「電動のアシストカ」との関係をイメージで表していまず。 

-アシストカとアシストび働く速度範囲は、アシストモード、変速位置により変化しまず。 

-乗る人の踏力、道路の状況、乗員と積載荷物を含む総質量の条件により楽になる度合に差び生じまず。 

-アシスト率（人の踏力と電動のアシストカとの比率）は約] Okm / h から徐々に下びっていきまずび、バッ 
テ U —の電力消費は 20 km / h 付近で最大となりまず。 

-お買い巧めいただいた電動アシスト自転車のアシストカの変化は3日ページをご覧ください。 


ち < じ 


はじめに 


♦安全上のご注意 (1)(2) (3) (4) 
♦各部のなまえ （1)(2). 


巧電のしかた 

♦充電しましよう （1)(2) 


乗るまえに 


♦乗るまえの点検と調整 （1)(2) (3) (4) 

♦正しい取扱い方法 （1)(2). 

♦乗るまえの確認 （1) に） . 


必要なとを 
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乗りかた 

♦さあ、乗りましょう！ （1 H 2) (3). 

. 34 

乗ったあと 

♦乗ったあとの駐輸•施錠 . 

. 39 


♦バッテリーについて . 40 

♦保管/廃棄 . 41 

♦お手入れ/ま油について . 42 

•定期点検 . 44 

♦盜難補償/アフターヴービスについて . 45 

♦故障かな？！ . 46 

♦自転車ち全基準/己 AA マーク/点検整備済 TS マークのご紹介 .• • 48 


>仕様 


49 


力の比率 


必要なとを 


乗つたあと 


乗りかた 


乗るまを 


充電のしかた 


はじめに 
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安全上のご注意 （1) 


人へのを害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただ < ことを説明しています。 
■誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 危険 

r 死亡や重傷を負5おそれび大をい内容」です。 

A 警告 

r 死亡や重傷を負5おそれびある内容」です。 

A ミ主意 

r 傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 


■お守りいただく内容をなの図記号で説明しています。（なは図記号の例です) 


0® 

してはいけない内容です。 

〇 

実行しなければならない内容です。 

A 

気をつけていただく内容です。 


はじめに 
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G 必ずお守り<ださい） 



出言 

口 

\ 

サドルや A ンドルは「は 

改造や分解、また指 

八ブステップなどの 

調壁後の締め付けを 

め合せ限界標識」び 

定 lU がのを油はしない 

突出物を装着しない 

確認せずに乗 5 ない 

見える状態で乗 5 ない 

部品の破損や、 

ブレ-村巧力か 
なくなごて転倒や 

り"卷 

(車輪の脱 着 やサドル • 

サドルや八ンドルの 
肺により、転倒 
や衝突のおそれび 

バッテリーライトなど） 

車輪などびかれ 
て、転倒のおそ 
れびあります。 

ノ 

衝突のおそれが 
あります。 

ミち油禁止 


邮 ます。 

歩行者などにち害をおよ 
ぼすおそれびあ D ます。 


/K } 


火中に擲ず入れたり加熱しない 


0 



クギで刺したり分解や改造は 
しない 




巧お禁止 


発熱、発火、破裂の原因となります。 


他の機器に使用しない 


0 


専用の充電式 
バツテ U - 



(+) と（一）を金属等で、 

充電には、専用の 

衝撃を与えたり、落下 

接触させない 

充電器を使用する 

させない 

り装 

•ネックレス、 ヘア ピンなど 
と一緒に持ち運んだ D 、 
保管しないでください。 

み參 

0 1 


暖房機のそぱなど 
の高温の場所で 
充電•放置をしない 



発熱、発火、破裂の原因となりまず。 


A 警告 


水を入れたり、水中に投下しない 

端子部から水を入れるとショートして、発熱し、 
'火巧の原因にな0ます。 


0 


傷ついたまま使用しない 

0 ケースなど、破損したまま使用すると液漏れのお 
それびあ D 、 目に入った場合失明するおそれびあ 
ります。 


はじめに 
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安全上のご注意 （2) 


A 警告 


分解や改造はしない 



衝撃を与えたり、落下や水濡 
れ、高湿度な場所での使用は 
しない 


り零 

発熱、発火、感電のおそれびあ D ます。 



充電端子を金属でシヨートさ 
せない 


0 



発熱、発火、感電のおそれびあ D ます。 


電源コードや電源プラグ • ケース 
を破損ずるよラなことはしない 
(傷つけたり、加工したり、熱器 
具に近づけたり、無 I 里に巧げたり、 
ねじったり、引っ張ったり、重い 
物を載せたり、束ねたりしなし、） 


充電端子や電源プラグのほこ 
り等は定期的にとる 


電源プラグは根元まで確実に 
差し込む 


0 



〇 




傷んだまま使用すると、感電'故障- 
火災の原因になります。 

参コードやプラグの修理は、販売店 
にご相談ください。 


ほこりびたまると、湿気等で絶縁不 
良とな0、火災の原因にな0ます。 
♦電源プラグを抜を、乾いた巧で拭 
いて < ださい。 


差し込みび不完全ですと、感電や発 
熱による乂巧の原因になります。 


幼巧やペットび軸れる巧に 
放置しない 


めれた手で電源プラグの巧を 
差しはしない 


コンセントや配線器具の定格 
を超える使いちや、交流 
100 V L ソ外での使用はしない 



風 

ぬれ手禁止 





感電' 故障 • 火災の原因にな D ます。 


感電のおそれびあ D ます。 


たこ足配線等で、定格を超えると、 
発熱による火巧の原因になります。 


電源コードを充電器本体に 
巻をつけて保管しない 


充電中はカバーをしたり、上 
に物を置かない 


0 


電源コードやプラグび断線 
し、傷んだまま使用すると、 
感電•故障•火災の原因にな 
0ます。 


0 


内部び発熱し、火災のおそ 
れびあります。 


専用バッテリ ー L ソがの充電に 
は、使用しない 

バッテ U —の液漏れ、発熱 
による火災のおそれびあ D 
9 〇 


0 


A ミ主意 


充電中は長時間、皮膚の同じ場所で触れない 

I 充電中は、4日で〜6び C になる場をがあり、低温やけどのおそれがあります。 


0 


はじめに 
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G 必ずお守り<ださい） 


■電動アシスト自輯車を安全に乗るために 


A 警告 


けんけん乗り（けり乗り）しない 


0 



転倒や接触事故のおそれびあ D ます。 

•必ずサドルにまたびって、発進してください。 

※けんけん柔り（けり柔り）とは、片足でペタルをこざなび 
ら助走し、反動をつけてサドルにまたびる乗り方です。 


電動アシスト自転車になれるまでは、車び通5な 
い平坦な場所（公園や広場等）で十分練習する 



転倒や衝突事故のおそれびあ0ます。 

•電動アシスト自転車になれるまでは r エコモー円で走行 
してください。 


停車中は、前後ブレーキをかけた状態にし、 
ペタレに足を乗せない 


発進時は、ペタレを強く踏み込まない 


0 



0 



不用意なアシストカび働を転倒や接触事故のおそれびあり 
ます。 


思わめ急発進により転倒や衝突事故のおそれびあります。 
•一般の自転車のよラに強<踏み込まな<てち、楽に発進 
することびでをます。 


バッテリーび確実に装着されているか確認する 


〇 



走行中にバッテ U -び脱落し、けびや転倒のおそれびあります。 


はじめに 
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安全上のごま意 （3) 


I 乗るまえに 


まず体に合わせてください 

♦図のよラに販売店で調整してちらってください。 
♦操作して確認してください。 

①円滑なぺダ U ングびできる。 

③ブレーキや変速機び確実に操作できる。 

③八ンドル操作び容易にでさる。 

ヒジび軽く巧びる 
上体は軽< 程度に 

傾く程度に《 'ヒザび A ンドルに 

当た6ないよラに 



ペダルはつま巧で踏む両足が地面に着くよラに 


必ず点検をしてください 

♦必ず、取扱説明書をよく読んで点検してください。 
♦わからないとさは販売店に相談して < ださい。 
♦未組立及び未調整の自転車は使用しないで 
<ださい。 



ま全な服装で乗ってください 

( 車輪に卷さ込まれやずい服装はしない） 

♦ズボンの巧れやチェーンへの卷き込み、ギヤへの引っ 
かか0等を防止ずるために、チェーンやギヤびむさ 
出しの自転車に乗るとさは、ズボンの据をズボンバ 
ンドで止めて < ださい。 

♦児童 （ 13歳未満のち）-幼児の保護ちは、 

おモ様び乗車ずるとさ、かならず卢 Tn - ヘルメッ’ 
ヘルメットをかぶらせてください。 

'手袋 


ズボンバンド 




ヴイクリング 
シューズまたは 
運動靴 


乗る練習は必ず行ってください 

♦練習を空地や公園などを全な場所で、行って<ださい。 
♦よく練習してから一般道路でお乗りください。 



I 乗ったあとは 


ミ夫め5れた場所に駐輪してください 

♦駐輪するとさは、他の人に迷惑にならないよラ、 
決められた場所にとめましよラ。 

♦盗難防止のため、必ず鍵をかけましよラ。 



自転車放置禁止 

♦自転車の放置は、他の人に迷惑をかけるばかりでな 
く、環境悪化の原因となりまず。絶対に止めましよラ。 



はじめに 
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G 必ずお守り<ださい） 


■自輯車の交通安全ルールを守りましょう 

※違反すると、道路交通法の罰則を受けることびありまず。 


自転車は、車道通行び原則です 

♦歩道と車道の区別のあるところは自転車は車道の左 
端に寄って通行しましよラ。 



二人乗り、並進は禁止 

• 6 歳未満のモ供を幼児用座席に一人乗せる場合等 
を除き、二人乗りは禁止でず。 

• 「並進巧」標識のある場所 LU 外は並進は禁止でず。 





巧の様な場合は、歩道通行びでさます 

(その時にを歩道は歩行ち優先、車道よりを徐行） 

♦自転車歩道通行巧の標識等で指定されている場合。 
♦運転者び児童、幼児等の場合。 

♦車道や交通の状況からみてやむを得ない場合。 



交差点では一時停止とま全確認を 

♦一時停止の標識を守り、広い道に出る時は、徐行と 
安全確認を。 

♦信号機びある場合は、信号を必ず守りましよラ。 



夜間やトンネル內、視界の悪いときは、ライ 
卜を点なして通行しましょう 

♦夜の無打火運転は交通違反でず。 

♦暗いところではライトを点けて通行しましよラ。 


巧の様な運転はやめましょう 

♦飲酒運転 

♦携帯電話を操作しなびらの運転 
♦傘さし運転 

♦へツドフォンを使用しなびらの運転 



はじめに 
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安全上のご注意 （4) (必ずお守りください3 


交通事故を防ぐために 


自動車や子供に注意！ 

ま全を確認し、乗りましょう 


車の横を走る 
とさに！ 



学校や公園が 
近くにある 
とさに！ 


交差点を通る 
とさに！ 


開くドアや人の飛び 
出しにを意する 


A 



モ供の飛び出しに 
を意する 


A 



左巧車に巻さ込まれ 
ないよラにま意ずる 


A 


転倒事故を防ぐために 


こんな時 


■雨•風 • 雪のひどい 
ときは乗!5ない 

誦 

■合図 L リタりホ、八ンド 
ルか5手を離さない 

り. 亀 

バランスを崩し、転倒のお 
それびあ0ます。 

バランスびとりにくく、転 
倒のおそれびあ0ます。 

こんな場所 

■滑りやすいところで 
は乗!5ない 
(積雪や凍結した道、 

鉄板やめかるみなど） 

ス U ップして、転倒 
のおそれびありま 

9—0 

■凹凸の激しいところ 
を走5ない 
(歩道の段差や、溝など） 

フレーム やま輪の 
( X | 損傷か転倒のお 
それびあります。 

♦降りて、押して歩いてく 
ださい。 

•降りて、押して歩いてく 
ださい。 

ノ 


はじめに 


自転車で道を走る時のルール-マナー 


けびをせずに、他の人にも迷惑をかけないために、乗り方や交通ルールを守りましょう。 
を全のため、ヘルメットの着用をおずずめしまず。 


こんな乗り方 


こんな使い方 


■巻を込みやずい物を 
車輪やギヤに近接さ 
せて乗5ない（長いス 
カートやマフラー、傘 
やぺツト①ひちなど） 


0 



車輪やギヤに巻を込まれ、 
転倒のおそれびあります。 


■滑りやずい靴や、か 
かとの高い靴、厚底 
靴などをはしで乗！5 
ない 



ペダルから足びがれ、転倒 
のおそれびあ0ます。 


■かさやステッキ、釣 
りざお等を車体に差 
し込んだり、釣り下 
げたりして乗!5ない 

&亀 

車輪に巻を込んだ0、他の 
人や物にぶつけて事故や転 
倒のおそれびあ0ます。 


■手や A ンドルに荷物 
をかけたり、ペット 
をつなびない 



込まれたり、バランスを崩し、 
転倒ずるおそれびありまず。 


■±踏まずやかかとで 
ペダルを踏まない 



カーブで つま先び前車輪に 
あた D 転倒するおそれびあ 
ります。 


■カープで曲がる側の 
ペダルを下げない 


0 



ペダルび地面と接触し、転 
倒するおそれびあります。 


■走行 W がに使わない 
(踏み台代わりなど） 



■スポークの間に固 
お物（ボールなど）を 
入れて走らない 

&繼 


車輪に巻を込まれて転倒 
のおそれびあ0ます。 



はじめに 
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各部のなまえ （1) 




■手元スイッチ 


残■表示ランプ 


ライトボタン 


アシスト 
切替ボタン 



はじめに 


電源ボタン 


電源 





各部のなまえ （2) 


フ就クタ 


キ ー( バツテ U - □ツクキー） 


ス統クタ 



•前車輪脱落防止 
フ□ント ホーク エンド 


ペグ J レリフレクタ 


I バッテリー 

残量表示ボタン 


バッテリー 
巧量表示ランプ 


30-40 ぺージ) 



■巧電器 


♦巧電のしかた 

( 原 16-18 ページ) 



国キ—（バッテリー□ックキ ー/ ワイヤー錠)） 



♦キーの番号は、控えておいてください。 

(保証書のキー番号欄とこの説明書の47ページの記入欄に記入でさまず。） 
キーを紛失されてを、番号びわかればスペアキーをおホめいただけまず。 
販売店にごを文 < ださい。 


駆動ユニット 



ペダルの踏力を、クランクを通じてトルクセンサーで 
感知し、最適なアシストカをモーターからアシストギ 
ヤへ伝えることにより、快適なアシスト走行を実現し 
ていまず。 


はじめに 
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A 警告 


を全装置は取りがさない 

外したまま使巧すると、事故発生の原因になります。 


0 


■ま全装置 

スポークリフレクタ 


前車輪脱落防止 
フ□ント ホーク エンド 


リヤリフレクタ 

(後部反射器） 


U ヤデイレーラガード 




横からの光を反射します 前車輪の脱落を防止します 後からの光を反射します 


フ□ント U フレクタ 

(前部反射器） 


衝撃による U ヤディレー 
ラの破損を防止します 


ペダルリフレクタ 




前からの光を反射します 前後からの光を反射します 


※リフレクタび破損した場合は、直ちに新品と交換 
してください。 

( U ヤ U フレクタび破損したままでの夜間乗氧ま 
法ち違反になりまず。） 



品番および型式認定済 TS マーク（保険なし） 

♦この型式認定済 TS マークは、国家公安委員会の型式認定を取得した製品にのみ 
表おする事びでさるちので、まむして自転車としてご利用頂ける証明でず。 

♦ち上の英数字は車種品番、左上の#は型式認定済 T S マークを表していまず。 
♦このマークには、交通傷害保険は付帯していません。 

保険付さ TS マークの貼付については48ページを参照ください。 


型式認定済 TS マーク ■ 


が X - XXXXXXX : 
り型式 I XXXXX 


罷動補巧楼付自転ま YYYY YY 
型式認定を号 入入入 A—A 入 

普通自転車 VVVV VV 

型ま認定番号 A 入入入一入 A 


Panasonic Cvcie Technology Co., Ltd. 


■ 車種品番 


車体番号倒印位置） 

防犯登録に必要で、日文字（数字と英字）で表示していまず。 
《マークをはびした0、傷つけた0しないで<ださい。 


はじめに 
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巧電しましよ 5 (1) 


.手元スイッチの電源を切る 


手元スイッチ 



手元スイッチの電源ボタンを巧して電源を切る。 

(をランプ消'口） 

※電源を切らないと故障の原因にな0まず。 


電源ボタン 


2. バッテリー□ックをがし、バッテリーを引き上げる 



バッテリーを支え、バッテリー□ックキーを反時計方向に90度回す。 

( 開錠状態のままキーを固定できまず。） 

バッテリーをゆっくり手前に倒ず。 

開綻状態のまま固定 
び可能 

(この状態ではキーは 
抜けません） 


嫌 

岭 





両手でちえなが5引さ上げてがす。バッテリー□ックキーを時計方向 
に90度戻しキーを巧く。 

♦バッテ U —を取り外した後、バッテ1」一□ックキーを抜さ、保管してください。 


A 注意 


バッテリーをちえてか！57 くッテリー□ックキーをまねす 

落下し、けびをするおそれびあります。 


〇 


3. バッテリーを巧電器にセットずる 

電源プラグをコンセント （ AC 100 V )に差込み、バッテリーを 
充電器に奥まで巧し込む。 



充電のしかた 
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G バッテリーは酷暑、酷寒、衝撃を避けるのび上手な使い方です。 ) 


4. 残量表示ランプを確認ずる 

バッテリーの残 量 表示ランプの点な（赤色）を確認する。 
(充電状態に応じた表示になりまず。） 


♦巧電時間の目ま （気温20で） 

] 00 %充電まで . 約3時間 

(充電時間は、アシストびなくなるまでバッテ U —を使用したときの目安でず。） 

(お知5せ） 

♦走行直後などバッテ U —内部の温度び上昇しているとさは、充電でさないことびありまず。バッテ U —内部 
の温度び規定温度まで下びれば、充電を開始しまず。（周囲の温度にをよりまずび、充電開始までに！〜2 
時間かかる場合びありまず。） 


己.バッテリーを巧電器か5外す 

残 量 表示ランプが消な（充電完了）していることを確認し、 
充電器を巧さえなびらバッテリーをかした後、 

コンセント （AC100V) か5電源プラグを巧く。 

※充電器の待機消費電力は約].5 W でず。 


6. 自転車の取付開□部に乗せる 

取付開口部にバッテリーを柔せる。 

(巧 量 表おランプのある面を手前にずる。) 




手前に倒し、 
持ち上げる 

(充電器を 
押さえなびら) 



残量表示ランプ消灯 
(巧電完了） 



充電のしかた 
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巧電しましよう （2) 


7. バッテリーを起こず 

バッテリ-を「カチッ」と音がするまで、き直に起こす。 

(バッテリーのカドを支点にして、孤をえびくように起こず。） 

■な距 18 ^ 

♦装着後、バッテ U —を手前に引いてみて、確実に装着されたことを確認して< 
ださい。 

A 注意 

■バッテリーび確実に装着されたことを確認ずる 

落下し、けびをするおそれびあります。 


•崖 ■ 巧電ずるときのポイント。 

♦初めて乗る時や]力月じ(上乗られていない場合は、必ず充電してください。（出荷時は、満充電していません。） 
♦充電時の周囲気温は、已で〜3已での場所で充電してください。（結露しないよラごを意ください。） 

♦充電器には、水やほこりびたまらないよラ、ごミ主意ください。 

参充電器は、必ず、外装箱から出して、ご使用ください。（充電中の熱により、ケース等び変形ずるおそれびありまず。) 
•使用しなくてち、3力月に一度は充電してください。（厘^40ページ） 

♦テレビ，ラジオなどのそばで充電をずると、雑音び入ったり、テレビの画面びちらついたりずる場合びありまず。 
その場合は、電化製品から離して（コンセントを変えるなど）充電を行ってください。 

( お知らせ） 

♦バッテ U —保護の為に、満充電からの再充電はでさません。 

♦バッテ U —温度びない場合は、充電時間び長くなりまず。 

♦ U チウムイオンバッテ U —は、メモ U —効果びありませんので、 U フレッシュ充電 g は不要でず。 

※リフレッシュ充電とは、バッテ U —性能を回復させるため一度放電させた後、充電を行ラことでず。 



充電のしかた 
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乗るまえの点検と調整 （1) 


安全にご乗車いただくため、乗るまえにつざの点検、調整と走行テストを実施ずる習慣をつけましよラ。 


A 警告 


■ひび割れや変おしたままで走行しない 





折れて転倒し、けびのおそれびあ D ます。 

•ひび割れやをおを見つけたら、すぐに柔るのを止めて、販売店で点検、交換をして<ださい。 

•スポークび1本でち切れたまま使用を続けると、他のスポークに負担びかかり寿命び短<なります。切れたスポークは 
直ちに交換してください。でされば、すべてのスポークを交換されることをお勧めします。 

■乗るまえの点検は、がず実施する。 

〇 事故や転倒のおそれびあります。 

♦前後ブレーキの効を、作動の点検をして<ださい。 

♦八ンドル•八ンドルステムび、確実に固定されているか点検してください。 

♦前後車輪び、確実に固定されているか点検して<ださい。 

♦前後タイヤの空気圧び適正か点検して < ださい。 

•バッテ U —び確実に装着されているか確認して < ださい。 

♦ワイヤ類（ブレーキ、変速機、手元スイッチコード、バッテ U —ライトコードなど）びたるんでいないか確認して 
<ださい。 

■点検で変おや曲がり、ひび割れなどの異常びあったときは、乗車しない 

0 事故や転倒のおそれびあります。 

•異常びあったとさは販売店にご巧談ください。 

■前ホークは、一度でち大きな転倒や衝突をした場合、外観に損傷びなくても使用しない 

折れて転倒し、けびのおそれびあります。 


サスペンションホーク 
■ボルト等を外して、分解しない 


巧辭禁 It 


部品の破損や、誤った組付による故障や事故の原因になります。 
•異常びあったとさは販売店にご相談ください。 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （2) 


■自輯車部品の点検（電源を切った状態で行ってください) 


U ヤ U フレクタ 

◎割れや、ミちれはないか？ 

◎後からの光を反射ずるち度になっているか？ 



パンドル .A ンドルステム (が 22 ぺ-ジ) 

◎八ンドルの固定は、確実か？ 

バッテリーライト （面=28ぺ—ジ） 
◎点なずるか？ 

◎びたつさはないか？ 

◎取付角度は適切か？ 

フ□ント U フレクタ (が23ページ) 
◎割れやびたつさ、ミちれはないか？ 
◎前からの光を反射ずるち度になって 
いるか？ 

ベル 

◎よく鳴るか？ 

にぎり 

◎ひび割れはないか？ 

◎抜けないか？ 

ブレーキレパ’一 〈前後とも〉 

◎よく効くか？ 

◎ワイヤのさびやほつれはないか？ 

-固定は確実か？-作動は円滑か？ 

ブレーキロ' レーキブ□ック） 

〈前後とち〉（が2已ページ) 
◎ず0へっていないか？ 

◎異物は付いていないか？ 

スポークリフレクタ 〈前後とも〉 
◎割れやびたつさは、ないか？ 

前ホーク 

◎スムーズに動くか？ 

◎ホーク足に油のにじみやきずはないか？ 


カムレバー （が26 

◎車輪にびたつさは、 


〜27ページ） 
ないか？ 


ペダル•ギヤクランク 

◎びたつさは、ないか？ 

◎ひび割れはないか？ 

ベタ V レ U フレクタ 

◎割れやびたつさ巧れは、ないか？ 

チェーン 

◎空回0しないか？ 

◎ル石等び挟まってないか？ 

◎歯飛びや異常な音（パ'1」パ'1」音等） 
はないか？ 

◎油切れはしていないか？ 


車輪 〈前後とも〉 

◎1」ム . 振れ、変形はないか？ 

◎スポーク…巧びり、折れはないか？ 
◎八ブ . びたつさはないか？ 


◎タイヤ. 


摩耗、切傷はないか？ 

異物は付いていないか？ 

空気圧は適正か？ （0^23 ページ） 


乗るまえに 
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G 日常、必ず実施する習慣をつけましょう。） 


■駆動ユニット、手元スイッチ、バッテリーの点検 


電源を入れたとき 

◎異常な音はしていないか？ 

◎異臭はしていないか？ 

◎モーター部や底部び高温になっていないか？ 

外観を見て 

◎バッテ U — 取付端子部び巧れていないか？ （ C ：^42 ページ) 

ペダルに力を加えてみて 

◎駆動ユニットびフレームに巧してびたついていないか？ 


電源を入れたとさ 

◎残量表おランプ、アシスト表示ランプび点灯ずるか？30ページ) 
◎ライトボタンを巧ずとライトは点なずるか？ （ t ：^28 ページ） 

が観を見て 

◎手元スイッチのケースや操作スイッチ部にひび割れ等びないか？ 

◎八ンドルを曲げたとさ、手元スイッチコードび突っ張っていないか？ 
◎コードク U ップははずれていないか？ 


残 量 表示ボタンを押したとき 

◎残量表示ランプび点灯ずるか？（[:^30ページ） 

外観を見て 

◎ケースにひび割れや変形、ねじのゆるみ等はないか？ 

車体に装着してみて 

◎車体に装着したと志しっかりと車体にはまっているか？ 

(原18ページ) 


♦馳動ユニット 



♦手元スイッチ 



♦バッテリー 



乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （3) 


■各部のゆるみ 


♦車輪の締め付け部 





車輪を] 0 cm 程度の高さから落とし、車輪などの締付部 
にびたつきびないこと。（前後とを） 


♦車輪の}辰れ 


>八ンドル バー 


車輪を浮かせ強 < たたいてを、 
びたつさびないこと。 

♦ギヤクランク 





かし持ち上げ回転させ、上下 
左ちに大さくふれないこと。 


バーを手で持って、上下に強く 
力を加えてを、動かないこと。 


左ち交互に力を加えてを、 
びたつかないこと。 
スムーズに 回転ずること。 


I ノ V ンドル 



参八ンドルの点検 




左ちに強 < 力を加えてち、 
動かないこと。 


♦八ンドルの高さち度-調節は販売店にごホ目 
談< ださい。 

♦アンカーボルトは前ホーク回転部のびたつ 
去などを調整するためのちのでず。前ホー 
ク回転部びびたついたり、回転び重い場合 
は販売店にご相談 < ださい。 


乗るまえに 
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G 日常、必ず実施する習慣をつけましょう。） 


バッテリーライト、フ□ントリフレクタの角度調整 



フ〇ント 
U フレクタ 


①バッテ1」ーライトび、前ち 
10 m の路面び見える角度に 
なっているか確認してください。 
③フ□ント U フレクタの反射面 
び地面及び前車輪に巧して 
直角になっているか確認して 
<ださい。 


地面 




♦バッテ U —ライトの角度を変更ずると、フ□ント U フレクタの角度を変わってしまラため必ずライトち度調整後、 
フ□ント U フレクタの角度調整をおこなってください。 


■空気圧の調整 (前後のタイヤ) 


参適正な空気圧 

自転車に乗った状態で接地部の長さび、約] 0 cm 程度び、適正でず。 
圧力計のついたポンプでは、空気圧の測定び可能でず。 

300 kPa 〜4已〇 kPa に.0 kgf / cm ^ - 4.已 k が/巳び適正でず。 


タイヤノリレブ煤式） 



約10 cm 


ご注意 


♦空気圧びかないとパンクや、タイヤ、 U ムを損傷させる原因になりまず。 
♦空気圧は自然に減りまず。 

♦タイヤバルブの型式は、英式でず。 


♦空気の入れ方 

自転車用のポンプを使って空気を入れまず。 


■ タイヤについて 


A 注意 

■走行前にタイヤに異物び刺さっていないか点検 
する 

A ° ンクの願になります。 

■タイヤの空気圧は300 kPa { S . Okgf / cm ^} 
未満では使用しない 

タイヤのひび割れ、偏摩耗やパンクの原因に 
なります。 


•超 •• 

♦ストーブなどの熱源の近くに置かないでください。 

♦ガソ U ン-有機溶剤-油類び付着したとさは、ずぐふさ取ってください。 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （4) 


I サドル 


A 警告 


■はめ合せ限界標識び見える 
まで上げない 


0 



■カムレバーを回転させて締めつ 
けない 


0 



■調壁後は必ずびたつきやずれ 
びないか点検をする 


〇 



シートポストび折れたり、カム機構び動かな < なって転倒するおそれびあります。 

■ヴドルの上面び傾いたまま走行しない 


0 


サドル固定ボルトび折れた D 、 固定び不安定になり、転倒するおそれびあ D ます。 


♦高さと向をの調舊 

( D サドルを支え持つ。 
②カムレバーを前方向 
( OPENt の方向）に 
開ける。 

@サドルの高さと向さ 
を調整する。 

® カムレ八一を閉める。 



カムレノ（一を®の方向に閉じてちサドル 
び固定でさない時は、カムレバーを@の 
方向に開いて、セツトナツトを締めるの 
方向に 0. 已〜]回転回し、再度、カムレ 

バーを®の方向に閉じて、サドルび固定 
されている事を確認ください。 


♦正しい方向 

フレーム 


参正しい角度 


♦ヴドルの点検 



フレームと 平行に 
合わせる。 


ヴドルの上面と地面を 
平行にする。 


上下 • 左ち交互に強い力を加え、びたつさやずれびな 
いこと。 


♦さび付さを防止ずるために、シートポスト（立パイプに挿入されている部分）に、薄くスプレーオイルを塗つ 
て < ださい。 

♦角度の調整は販売店にご依頼ください。 


r お知らせ） 

♦サドル上面び傾いたままご使用されまずと、サドル固定ボルトび折れる場合びありまずので、正しく調整 
して < ださい。 


乗るまえに 
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〔わか5ないときは、 IS 売店にご相談ください。） 


国ブレー丰の調整（販売店にご依頼されることをお勧めします。） 


A 警告 


■調壁後は、□ックナットを必ず 
もとどおり確実に締めつける 

〇 フレーキの調整び狂い、転倒や 
衝突の原因になります。 


■ブレーキ操作の練習を充分行なう 

〇 強くレバーを握ると、フレーキの効をすざによる前転倒等のおそれ 
びあ0ます。 

♦時速10 km / h 程度で、繰り返しブレーキ操作を練習し、ブレー 
キ特性を充分体得されてから徐々に速度を上げて<ださい。 


■ブレーキレバーの遊びび大きいままや、ルさいままで走行しない 

0 フレーキび効かなくなったり、効を過ざたりすることびあり、転倒や衝突の原因になります。 

•フレーキび効かないとをやフレーキレバーの遊びび不適切なとさは、すぐに販売店で点検を受けてください。 


※下記はブレーキの調整ねじを使用した応急的な調整方法でず。販売店でブレーキワイヤを張り直ずなど、点検 ' 
再調整を行って < ださい。 


♦ブレーキレバーの 調整 

ブレーキび効きにくい場合には、□ツクナツトをゆる 
めて、調整ねじで調整した後、□ツクナツトを必ずちと 
どおり確実に締めつけてください。 

それでち効かない場合は、販売店で調整を依頼してく 
ださい。 


□ックナット調整ねじ 

締める 



ゆるめる 


(ブレーキび 
効さにくくなる） 

(ブレーキび 
よく効く） 


♦ブレーキレバーの点検 ♦ブレーキワイヤ 揃後とも） ①点検 




通常の力で引いて、レバーと 
にざ0の間隔び2 cm 〜 
3 cm あること。（前後とも） 


ワイヤび切れかかっていないこと。 

ワイヤの先端@に、キャップびついていること。 


•パワーモジユレーター 

フ□ントブレーキには、急激なブレーキングでを 
ブレーキび□ックしにくいパワーモジュレーター 
を装着していまず。 



パワーモジ ユレーター 


乗るまえに 
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正しい取扱い方法 （1) 


■車輪の着脱方法（クイックレリ-ズハブ) 



•編 •• 

♦初めてクイックレ U —ズ八ブを使われる方は、販売店で実際に操作されて、よく練習してから 
乗車して < ださい。 

♦クイックレリーズ A ブの構造(ヵムレバ-を開し、た状態） 

スプ1」ング スプ1」ング 



乗るまえに 
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〔わか5ないときは、，娘売店にご相談ください。） 


•がし方 

CD 前ブレーキワイヤを外ず。 


②カムレノ（一の OPEN の刻印び見える位置 C)M 到ず。 






® セツトナットをゆるめる。 


④前車輪を外ず。 


W 


(M 


W 


'、ソ 乂- 


( A ) 

1 カムレノ（一 

，做 


セットナット 


略呼-- 二-ご'' 

^似 



•取付け方 

①カムレノ（一を開け （ C ) の状態にして前ホー 
クのツメの奥までしっかりとはめこむ。 
※カムレノ（一は自転車の左側でず。 


③カムレノ（一を半分ぐらい閉じた位置 旧） 位で、固くなる 
よラセットナツトを締めて調整ずる。 





③カムレバーを OPEN の 
位置 （ C ) にした状態で、 
前車輪を浮かせ強<たた 
さ外れないか確認ずる。 


巧)前ブレーキワイヤ 
を取付け、前ブレー 
キび確実に 
効くことを確認 
する。 


® 前ホークのツメの奥まで、 
しっかりはめこんで、カム 
レバーの CLOSE の刻印 
び見える位置 （ A ) へ手の 
ひらび痛<なる<らい力 
いっぱい強 < 倒ず。 


® 方向と逆方向に倒 
ず。 






乗るまえに 
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正しい取扱い方法 （2) 


I バッテリーライトの取扱い 


A 警告 


ライトの取付びゆるんだまま、走行しない 

照射位置び狂い、衝まや転倒のおそれびあります。 


0 


■走りなび5、ライトボタンの操作をしない 

衝まや転倒のおそれびあ D ます。 

♦一旦停止して、操作してください。 


0 


■夜間や視界の悪いときは無 I 灯火で乗らない 

0 衝まや転倒のおそれびあ D ます。 

•ライトびつかないとさは、押して歩しでください。 
無な火での夜間乗車は、法令違反にな D ます。 



• - 

A ; 主 忌、 

■無理に規定角度 L ソ上動かさない 


f 組付け部び破損するおそれびあります。 


/- - 


参角度の調整 

バッテ U - ライトは左も各20°ずつ方向を変えるこ 
とびでさまず。運転ちから前方]0 m の路面び見え 
るよラな角度に調整してください。 

、20° 20° 


>点。方法 




①ライトボタンを巧ずとノ（ッテ 
U —ライトび点なしまず。 

③再度ライトボタンを巧ずと消灯 
しま9 〇 


※バッテ U —ライトは手元スイッチの電源の入切に関 
係なく点な • 消灯ずることびでさまず。 

※停止して約]0分経つと、自動的に消なしまず。 


^ f 前ち10 m の路面が 
' 見える状態にずる 


O '/ N-m 旧 kgf . cm 〜/ kgf . cm ) 


バッテリーライトの角度調整後、フ□ントリフレクタの 
反射面が地面及び前車輪に巧して直角になるよラに調整 
して < ださい。 

締付トルク： 0.7 N ' m !7 kgf ' cm ) 


フ□ント 
U フレクタ 


r お知らせ ) 地面 

♦内部の LED は基板直付のため交換はでさません。 

♦アシストびなくなってを、バッテ U —ライトは、ゆっくり点滅してから消なしまず。 

■id 疆漁 

♦レンズは取り外せません。無理に取り外ずと、本体び壊れる原因になりまず。 

♦バッテ U —ライトの角度を変更ずると、フ□ント U フレクタの角度ち変わってしまラため必ずライト角度調整後、 
フ□ント U フレクタの角度調整をおこなってください。 


乗るまえに 
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〔わか5ないときは、，娘売店にご相談ください。） 


I サスペンションホーク 


A 警告 

■サスペンションを分解や改造しない 

部品のはずれ等のため、転倒するおそれび 
ぁります。 

分隅禁止 

■廃棄時は火中に投棄しない 

火中で破裂し、やけどのおそれびあります。 


A 注意 


■インナーチューブ、シールについたミちれは定期的にふき取る 

ふを取らないと、シールの劣化を速め、雨水などび内部へ侵食し、製品寿命び短くなるおそれびあります。 

■テフ □ ン配合オイル LU がをを油しない 


0 


5シン油や機械油などの鉱物油はインナーチューフのシールなど、樹脂部品を浸食するおそれびあります。 
•サスペンションホークの性能を維持するために、定期的に注油することを巧奨します。（目安として、1週間もしく 
は8時間柔車毎） 

•必ずテフ□ン配合オイル（例：フィニッシュライン社テフ□ンプラスなど）をご使用ください。 

「テフ□ン」は、フッ素樹脂についてのデュポン社の登録商標です。 


♦ヴグの調整 

①乗りむ地や路面へのサスペンシヨンの追従性を向 
上させるために、自転車に乗った状態でヴグ（乗 
車時の初期沈み込み量）の調整を行ってください。 




I I 


画 


サグ 

■ (乗車時の初期沈み込み量） 


③ホーククラウンち側にあるプ U □— ド調整ダイヤ J レを回して調整しまず。 



ヴグび大きくなる 

(クッシヨンび 
やわらかくなる） 



ヴグびルさ<なる 

(クッシヨンび 
硬くなる） 


テフ□ン配合オイルをインナーチューブのシール 
部分にを油してください。 



乗るまえに 
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LED ランプ]つ点口 
40 %-10 % 


LED ランプ2つ点口 
70 %- 40 % 






手元スイッチ部 
残量表示ランプの表示げ況 


バッテリー残量 

:〇 40 60 80100% 




■バッテリーの残量 バッテ U —の残量と目的地までの距離をよく確認してください。 

バッテ U —の容量び、どの程度残っているか、またはどの程度充電されているかを知ることびでさまず。 
バッテ1」一の残量表示ボタンを巧ずと、残量表示ランプび、残量を表おしまず。 

(あくまでも目安としてご使用ください。） 


乗るまえの確認 （1) 
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8 km 


♦新品バッテ U —を使用し、気温20 C 無風の乾燥した滑日かな路面で、乗員の体重は日0 kg (荷物なし)、 
オートマチックモードを使用し、バッテ U —ライトは未点灯で測定したちのでず。 

♦パワーモードを使用した場合、走行距離は70〜日0%程度に短くなりまず。 

♦エコモードを使用した場合、走行距離は]日0〜180%程度に長くなりまず。 

♦各アシストモードの詳細については、36ページをご覧ください。 


1巨 km 



50 km 


当社標準モード走行 


-曰 km - 


平坦路 


連続走行 


42 km 


A は、平坦1 km 、 変速回時速1已 km/h 
日は、2度坂1 km 、 変速固時速10 km/h 
仁は、平坦1 km 、 変速回時速1已 km/h 
D は、2度あ1 km 、 変速回時速20 km/h 
[は、平坦1 km 、 変速回時速1已 km/h 


時速]已 km / h 、変速回 


時速] 0 km / h 、変速回 


時速7 km / h 、変速回 


走行条件 

(才ートマチックモード) 


走行距離 （ km ) 

10 20 30 40 


走りかた 


■走行距離の目ち 

定められた条件で測定した走行距離（満充電後、バッテ U —の残量びな<なるまでに走れる距離）の目をは下記の 
通りでず。 

ノ（ッテ U —の劣化度合や発進停止 • 加減速 • 登坂路走行などの頻度び高い使い方、またを期など気温びないとさに 
は短くなりまず。(項=32ぺージ） 


わか5ないときは、 IS 売店にご相談くださし、。 




乗るまえに 
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乗るまえの確認 （2) 


■走行距離び短くなる環境/使い方 


ぺ。 



を期、寒いとさ& 



坂道がをいとき 



向かい風び強いときや 
走行速度び速いとき^ 




柔員体重、 積載質量（荷物） げ重ぃとを^ 


発進、停止、加減速の回数びをいとき 



路面の状態び悪い （凸凹みち） とき 





タイヤの空気圧びほ下しているとき 


ペダルび重 < なる走りち （例：重い変速 

位置（ギヤ）で走行)、 急加速をしたとを 


バッテリーライトを長時間点なしたとき 


♦を期（寒い環境約已で LU 下）では、バッテ U —の性能びな下し、走行距離び大幅に短くなることびありまず。 
^バッテ U —を暖かい室内で保管し、使用ずるとさだけ自転車に装着ずることで、性能低下を軽減ずるこ 
とびでさまず。 

《2 ♦風速2 m / s の向い風中を走行した場合、約40 %、走行距離び短くなりまず。 

《3 ♦積載質量 （ 乗員体重 ） び10 kg 増えた場合、約] 0 %、走行距離び短くなりまず。 

♦充電回数の増加や使巧期間び長<なることでバッテ U —の容量びかな<なり、走行距離び次第に短<な0まず。 
♦バッテ U —は使用しなくてをかしずつ自然放電し、目ちの走行距離まで走れないことびありまず。 

〇秉車前に y (ッテ U —の残量確認をむ掛けてください。 

♦そのほかにち、走行距離は、気象条件、路面の状況、自転車の整備具合、自転車の乗り方などにより、 
大幅に短くなることびありまず。 


乗るまえに 
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さあ、乗りましよう！ （1) 


1. スタンドを上げてサドルにまたびる 

スタンドを後方へ完全にはね上げる。 



残重表フタプ 


2. ペタルを踏まずに電源を入れる 

手元スイッチにある電源ボタンを押す。 

残量表おランプとアシストランプび全点巧し、約2秒後にアシストランプび] 
灯点巧し、残量表示ランプび現在のバッテ U —残量を表おしまず。この間は駆動 
ユニッ トの初期化をしているので、ペダルを踏まないでください。 

♦残量表示ランプとアシストランプび交互に点滅ずる時はペダルに踏力を掛 
けないで電源を入れ直してください。 （ t ：^46 ページ） 



電源ボタンアシストランプ 



お知らせ） 

>停止して約]0分経つと、自動的に電源び切れまず。（オートオフシステム） 
再度走行する時は、電源を入れて<ださい。 


3. 発進ずる 



八ンドルをしっかり握ってから、前後左ちのま全を確認し、ペダルを 
踏んで発進する。 

(電動補助システムび働さ、作動音びしまず。） 


A 警告 


■けんけん乗り （けり乗り） しない 


0 



転倒や接触事故のおそれびあ D ます。 

•必ずサドルにまたびって、発進してください。 
※けんけん柔り（けり柔り）とは、片足でペダルをこざ 
なびら助走し、反動をつけてサドルにまたびる柔り 
方です。 


乗りかた 
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〔わか5ないときは、 IS 売店にご相談ください。） 


♦電源ボタンを巧した時に手元スイッチの残量表おランプび点灯しない場合は、バッテ U —の充電や固定び確実に 
できているかを確認してください。 

♦慣れるまでは、踏み始め及び坂道を上びり終えた直後のアシストカにを意して<ださい。 

♦±踏まずやかかとでペダルをこびないでください。 

♦走行途中では電源を入れないでください。 

♦停車中は、前後ブレーキをかけた状態にし、ペダルに足を乗せないでください。 

♦走行中に異常な音びした場合は、乗車を中止し販売店へ相談して<ださい。 


お知らせ 


♦走行中は、ラジオ等に雑音び入る場合びありまず。 

♦ペダルに足を乗せた状態での停車時に振動を感じる場合びありまずび、駆動ユニット固有の特性によるをので、 
故障ではあ0ません。 

♦ワイヤレス式のスピードメータなどでは、誤表おとなる場合びありまず。 


I 乗車について 


- 

A 警告 

、 

■乗車したまま段差の上り下りはしない 

iCN スタンドび段差にひっかかり、転倒したり、 
y V ♦自転車から降りて押してください。 

車体び損傷するおそれびあります。 

一 


■■ 

A 生 音、 

■スタンドを立てたまま乗車しない 

■バッテリー □ ックキーを付けたまま走しない 

スタンドび壊れるおそれびあります。 

キーを紛失したり、足に当たってけびをするおそれ 

V V •スタンドを上げてから乗車してください。 

L 

V V びあります。 

J 


■ブレーキのかけかた 


①後ブレーキを先にかけてから 
③前ブレーキをかける。 



•編 


A 警告 


■雨天時や下り坂ではスピードを出さない 

0 ブレーキび効きにくく、ス U ップしやすいため、 
衝突や転倒するおそれびあ D ます。 


♦急な坂道のとさは、降りて巧してください。 
♦下り坂のとさは、適時ブレーキをかけなびら速度び 
でずざないよラに走行してください。 


♦下り坂の手前では、ブレーキテストを行ってください。 
♦急ブレーキをかけな<てをよいよラに、いつを前方 
にミ主意してください。 


乗りかた 
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さあ、乗りましよう！ （2) 


■変速のしかた 


♦八ンドルのが側に回す 

〔1 一2 一3 一4一已一6 一71 

インジケーター， 



八ンドルの内側に回す 


6 一6一已->4 一 3 ~ ►? — ►]) 



変速位置 

ペダルの回転び 

軽 < なる 

重 < なる 

1 

个 

1 

7 

国 

畢 


•蔵— (お知らせ ) 

♦変速操作は、よく練習してください。 ♦ペダルを踏みなびら変速したとさ、変速音びずること 

♦変速時は、ペダルを止めるかペダルの踏力を弱くして びありまずび異常ではありません。 

変速してください。（スムーズに変速できまず。） 


■アシストモードについて 


アシストモード （ r 才ートマチック」.「パワーモード」.「エコモード」）の切り替えは、電源 
び入っていれば、アシスト切替ボタンを巧ずだけで切り替え（矢印順）びできまず。 



「才ートマチック」 
t 

•…通常はこのモードで走行しまず。 

アシスト 

「パワ ーモー ド」 

.... けートマチック」モードより楽に走行できまずび走行距離 

ランプ 


はおくなりまず。 


し r エコモー ド」 

…アシストカを自動的 Id を減させ、走れ■距離を伸ばしまず。 


圓 


アシスト切替 
ボタン 


♦アシストカの変化 




スタート 


平地 


上り坂 


平地 


モード設定/走行を件 

走行を件とアシストカ 

スタート 

平地 

上り坂 

急な上り坂 

下り坂 

平地 

『オートマチック』 

強 

中 

強 

強 

オフ 

中 

『パワ ーモード』 

強 

強 

強 

強 

オフ 

強 

『エコモード』 

中 

11 

中 

中 

オフ 

11 


f お知らせ） 

♦電源を入れた時は、前回電源を OFF した時のモードで起動しまず（オートメモ U —機能)。±反道や重い荷物 
を載せて走行ずる時は、アシスト切替ボタンを巧し、「パワーモード」にしてください。 

♦電動アシスト自転車になれるまでは「エコモード」で走行してください。 

♦下り坂等でペダルび軽くなると、ずべてのモードで自動的にモーターび止まり無駄な電力消費を抑えまず。 


乗りかた 
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〔わか5ないときは、 IS 売店にご相談ください。） 


陈ず蝶のトモな俯(標準的な変速位置をおしていまずび、自分の体調や脚力 


にあわせ、適切な変速位置をお選びください。） 

推奨変速位置 



楽な走行をずるには… 

♦タイヤの空気圧はいつち適切にしてください。 （ C ^23 ページ） 

♦発進するとさや上り坂のとさは、軽めの変速位置を選ぶと楽に走ることびでさまず。 

♦変速機やアシストモードは、あや風の状態、体調等によって、最適の位置を選んでください。楽に走れるばかりで 
はな<、バッテ U —の電力消費を抑えることびでさまず。 


A 警告 


■遭ぐ力を巧いて、ペダルを空転気味に軽く回転させなび!5変速操作をする 

〇 間違った変速操作をすると事故や故障の原因にな D ます。 

•初めて変速機を使われる人は、よ<練習して<ださい。 

■次のよラな変速はしない 

0 ♦ペダルを止めたままの変速 
♦停止しているときの変速 
♦ペダルを逆転させなび 5 の変速 

事故や故障の原因になります。 


♦ペダルを強く踏みこみなび 5 の変速 
♦シフトグリップを無理に操作ずる変速 
♦一度に2段 LiLh ずる変速 


乗りかた 
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さあ、乗りましよう！ （3) 


■積載条件について 


A 警告 

I 

■積載条件か5外れる荷物を積まない 

バランスを崩し、転倒するおそれびあります。 

ノ 


〈積載条件> 


最大積載質量 

バスケット（別売りオプション） 

U ヤキヤ U ヤ巧り売りオプション） 

2 k 邑まで 

] 已 k 邑まで 

前後合わせて ] 巳 k 吕まで 



積載物の大ささ限度 

バスケット 

U ヤキヤ U ヤ 

バスケツトにおさまる大ささ 
(前方び見やずい高さまで） 

幅： U ヤキヤ U ヤの幅プラス 

1 Ocm まで 

長さ： U ヤキヤ U ヤの長さプラス 

1 Ocm まで 

高さ： U ヤキヤ U ヤから 

30 cm まで 


•聖 

♦荷物の運搬には、キヤ U ヤ及びバスケット LU 外は使用しないでください。 

♦バスケット- U ヤキヤ U ヤをご使用の際は、当社の純正オプション部品（バスケット： NCB 184 日 S 、 U ヤキヤ 
U ヤ： NCR 1037 S ) を装着してください。 

C お知らせ） 

♦容量の大さいキヤ U ヤに交換してち最大積載質量は同じでず。 

♦荷物の積載量び増えると、バッテ U —の電力消費び増え、アシスト走行でさる距離び短<なりまず。 

また、タイヤなどの消耗品の劣化び激し<な0まず。 


乗りかた 
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乗ったあとの駐輪-施錠 


1. 自転車か!5降りる前に手元スイッチの電源を切る 

手元スイッチにある電源ボタンを巧して、電源を切る。 

残量表示ランプとアシストランプび消灯ずる。 

C お知らせ） 

♦バッテ U —ライト点な時、電源を切ると、ライトは消打しまず。 


2. 駐輪ずる 

ブレーキを握ったまま、サドルか5降りる。 
スタンドを立てる。 


3. ワイヤ錠で施錠ずる 


駐輪上のご注意 


♦駐輪場など、ミ夫められた場所に駐輪して<ださい。 
•盗難防止のため、必ず施綻して駐輪して<ださい。 




乗つたあと 
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ノいツテリーについて 


バツテリー 


■バッテリーの種類 

参 U チウムイオンバッテ U —を使用していまず。 

♦この自転車には、メモ U —効果のむ配びなく、軽量でを全性に優れたマンガン系 U チウムイオンバッテリーを 
搭載しています。 

品番 

♦仕様表でご確認ください。（@=4日ページ） 


■バッテリーの交換•廃棄 

♦お買い巧めの販売店にご相談ください。 

大部分の素材び U サイクル可能でず。貴重な資源を守るために、使用済みの充電式リチウム 
イオンバッテ U -は、廃棄しないで販売店か U サイ幻レ協力店へお持ちください。 


■寿命の目ま 

バッテ U —の寿命は、使用期間で]年半〜2年間、または充-放電回数で300〜400回です。 

使巧期間び]年半〜2年間 LU 内でち、充-放電回数び300〜400回を超えた場合にち寿命となりまず。 
バッテ U —の寿命は、走行状況、保をの状態、気温などによって、目安の時期より短くなりまず。 



参]回の充電で、走行でさる距離び著しく短くなったとさび、交換の時期でず。（新品時の約日0%な下） 
参を期（約已で LU 下）や寒い環境下では、一充電あたりの走行距離び短くなりまず。これはバッテリーの 
特性上の現象で、気温び高くなると走行距離はちとに戻りまず。 

♦バッテ U —寿命の目をと、製品の保証期間とは関係ありません。 


■バッテリーの長期保管 

♦電動アシスト自転きからバッテ U - を取り外し、満充電して保管してください。 

♦周囲気温び0で〜40での場所で保管してください。 

♦バッテ U —の劣化を抑えるため、最な3力月に]回は充電してください。 

♦バッテ U —の残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプび点灯しない場合、保護回路び働いていまず。バッテ 
U —を充電器にセットずると解除されまず。 

♦長期間保管後に再使用ずるとさは、予め電池残量を確認し、不足している場合は必ず充電して<ださい。 



必要なとキ J 
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保管/廃案 
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■曰常のお手入れ 

♦乾いたなやブラシで、ミ尼や±、ほこ0を落としてください。 

洗車は、しないで<ださい。 

♦びんこなミちれには、台所用洗剤（中性）を薄めてご使用ください。 


■湿気のをい所や海岸沿いでのお手入れ 

♦さびやすいので、お手入れの回数を、多< して<ださい。 

♦駆動ユニットやバッテリー、手元スイッチには直接圧力びかかるような洗車や、水をかけなびらの洗車はしな 
いで < ださい。 

♦長期間ご使用になるとバッテ U —の取外しび固くなる場合びありまず。これは、車体側接続端子の表面に巧れ 
や酸化物び付着し、バッテ1」一端テとの滑りび悪くなるためでず。バッテ1」一の取外しび固くなったとさは、乾 
いた巧で車体側接続端テの巧れや酸化物をふさ取ってください。このとさ、ショートずるおそれびありまずので、 
金属製の物は使用しないでください。 

参シンナー等の有機溶剤は、使用しないでください。（塗装びはげたり、樹脂製部品び浸食されまず。） 

参サドルには、ワックスをかけないでください。（座ったとき衣服び巧れたり、ずべりまず。） 

参雨天走行後は、前 U ム側面のブレーキブ□ック接触面の砂やミ尼をふき取ってください。（黒く変色ずるのを 
防ざまず。） 


注油について 


A 警告 


I リムやブレーキブ□ック（コム部）には、油をつけない 


◎ 

を油禁止 



ブレーキび効かなくなり、衝突や転倒のおそれびあります。 


お手入れ/ミ王油にっしに 


お手入れ 



必要なとを 
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注油場所と注油禁止場所 




このマークは、ミ主油場所をおしまず。 


0 


このマークは、を油禁止場所をおしまず。 


•編 

♦油の種類は、必ず、自転車用油を使用してください。（食用油などは、硬化ずるおそれびありまず。） 
♦余分な油は、乾いた巧でふさ取って<ださい。 


/>ブレーキレバー 

ぐ〈前.後〉 



レノ（一の可動部とワイヤの固定部にお由。 
(ワイヤびさびて、 

切れやす < なるのを防ざまず。） 


P バッテリー 

□ック 


變 



キー巧にを油。 

(さびによる動作不具合を 
防ざまず。） 




後ブレ- 

(ブレーキブ□ック) 


P 前ホーク 

r (サスペンション） 


P スタンド 




可動部にを油。 

スタンド□ックの裏側の 
2本のカシメ部分 



インナーチューブのシール部分にお由。 
♦必ずテフ□ン配合オイルをご使用 
ください。(が2日ページ） 


前ブレーキ 


(ブレーキブ□ック） 
リム 〈前•後〉 


^タイヤ 〈前•後〉 


ついた油は、ずぐふさ取る。 
(ひび割れなどを化を防ぎ 
ます。） 

チェーンケース 

ついた油は、ずぐふさ取る。 
(変色や塗装びはげるのを防 
き:まず cj 


f > リヤ デイレーラ 



クランクを回しなびらミ主油 
し、余分な油はふさ取る。 
(さびやほこ0びつさやず< 
なるのを防ざまず。） 


可動部とプ ー U - にお由。 


必要なとさ 
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定期点検 


定期点検 


A 警告 


■定期点検は、おず実施する 

異常や故障の発見びおくれ事故の原因になります。 

■部品の交換は、次の基準で実施ずる 

〇 ♦ブレーキワイヤ-変速ワイヤは、異常がなくても2年に1回は、交換ずる。 
♦タイヤは、接地面（トレッド）の溝びなくなる前に交換する。 

♦ブレーキブ□ックは、溝の残りが、1 mm になる前に交換ずる。 

♦ブレーキブ□ックは、リムにあった純正ブレーキブ□ックに交換ずる。 


深いキ三 

ブレーキび効かなくなった D 、ス U ップのため転倒のおそれびあります。 




点検と整備は、自転車の大切な健康診断でず。 

いつまでを安全にお乗りいただくために、ご使用後初めての初回 （2 力月目）点検と、6力月毎の定期点検の実施を 
お願いしまず。 

♦ネリ回に力月目）の点検と舊備 

お買い上げ2力月位のご使用で、各部にねじのゆるみび出ることびありまず。 

必ず、お買い巧めの販売店または修理代行店で、自転車安全整備±、自転車巧± (自転車組立整備±)、ちし<はそ 
れと同等の技術を有ずるちにより点検-整備をお受けください。 

♦ 2 回目降 （6 力月毎）①点検と舊備 

安全にご愛用頂くため、必ず継続してお受けください。 


愛情点検 


定期点検をし、ま全走行をしましょう！ 




♦異常な音びずる 

こんな症状は 

♦びたつ舌やゆるみ 

あ0ませんか 

♦車輪の振れ 


♦ブレーキの効さび悪い 


•聖 •• 

♦点検-整備は、お買い上げの 
販売店で行って < ださい。 


必要なとを 
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盗難補償/アフターヴービスについて 


盗難補償 


盗難補償制度とは、電動アシスト自転車をお買い巧めいただいたお客様を対象に、ご購入曰より3年 LU 内に盗難に 
あわれた場合、盗難車の希望ル売価格（税込）の30パーセントと組立手数料4,200円（税込）で、盗難車と同 
タイプの新車をお買いホめいただくことびでさる制度でず。制度の詳細は下記の通りでず。 


ご購入時、保証書のお客様欄に必要事項をご記入され、盗難補償登録カードをご提出いただいたお客様 
に限り、次の内容により盗難補償びうけられまず。 

(1) 盗難補償の期間と範囲 

お買い巧めの曰から3年間の自転車（別売部品等を含む装着部品の盗難は除く）かつ、 

盗難曰より日0曰 LU 内に申し込みいただいた場合に限りまず。 

(2) 盜難補償の内容 

■お客様のご負担 ①充電器を除く本体の希望ル売価格（税込み）の30% 

③組立手数料4,200円（税込み） 

(3) 盜難補償の申込み要領 

■提出書類①盗難にあった地区の警察署から交付を受けた証明になるちの 
(警察受理ナンノ (一または盗難届出証明書等） 

③盗難車の保証書 

③ 盗難車のキー （3 本） 

④ 盗難補償申込書（販売店び用意いたしまず。） 

■申込み先お買いまめの販売店へ現金を添えて、お申し込みください。 

追って、販売店から新車を、おミ度しいたしまず。 

(4) 盜難車の所有権 

盗難車び発見された場合は、その所有権は当社に帰属ずることを同意の上お申し込み<ださい。 

(已）盗難補償びで舌ない場合 


① （3) の書類びそろわない場合 
③補償期間び過ざている場合 

⑥ 盗難補償車び再度、盗難にあった場合 

⑦ 盗難車び見つかり、返ってきた場合 


⑨防犯登録びされてない場合 
④景品などの贈呈品の場合 
⑥盗難補償登録カードび返送されていない場合 
⑨無施錠で盗難された場合 


ごま意 


♦生産等の都合で、同タイプの自転車をお届けでさない場合びありまずことをご了を願いまず。 


アフターヴービスについて （修理を依頼されるとき） 


参保証期間中は、 


► 


♦保証期間び 
過ざた繳ホ、 


お買い上げの販売店び、保証書の規定に従って、修理させていたださまず。 
おそれいりまずび、自転車に保証書を添えて、お買い上げの販売店までお持 
込みください。 


お買い上げの販売店にご相談<ださい。 


必要なとキ J 
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まず、巧の表に従ってお調べいただき、直らないときは、お求めの販売店に修理をご依頼ください。 


故障かな? 


1 

駆動ユニットの異常でず。 

〇販売店に修理をご依頼ください。 

、 

' 参駆動ユニットび過負荷のため、保護モードに入っていまず。 
〇変速を軽にずるなどを行い、軽負荷で走行してくださ 
し'!。しばらくずると正常に戻りまず。 

※保護モードに入るとアシストカび制限されまず。そのまま 
走行していただいてち問題ありません。表示び戻らない場 
合は販売店にご相談ください。 



I 

I 


配線びゆるんでいた0、端テびミちれていませんか？ 
〇販売店にご相談ください。 


停止して] 0分じ(上たっていませんかスオートオフシステム) 
〇電源ボタンを巧して、電源を入れ直して<ださい。 


♦バッテ1」一び正し < 挿入されていまずか？ 

充電器のバッテ U —挿入部びよごれていませんか？ 

〇よごれを取り除き、バッテ U - を正しく挿入してください。 
♦満充電ではあ0ませんか？ 

〇バッテ1」一の残量表示ボタンを巧して、チェックして 
<ださい。満充電からの再充電はでさません。 

_ _ ^專を用_し写をら占を羣し至 y 屯さ k 、。 _ 

♦残量表示ボタンを巧した時、 LED ランプび流れるよラに点 
滅する場合はバッテ U —の故障び考え日れまず。 

〇販売店にご相談ください。 



巧処方法 


♦バッテ U —び確実に取り付けられていまずか？ 

〇バッテ U —を確実に取り付けてください。 

参バッテ1」一の残量表示ボタンを巧した時に、2 • 4番目の 
LED ランプび点滅ずれば、保護機能び働いていまず。 

〇バッテ U —を充電してください。 


♦バッテ U —の残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプび 
すべて点灯しない場合、保護機能び働いていまず。 

〇バッテ U —を充電してください。 

※充電してち表示び戻らない場合は、販売店にご相談ください。 



♦充電びでさていまずか？ 

〇バッテ1」一を充電して < ださい。 

'' 

16〜18 

♦ペダルを踏みなびら、電源ボタンを巧しませんでしたか？ 
〇ペダルを踏まないで、電源ボタンを巧して、電源を 
入れてください。 

34 



必要なとを 


巧電でさない 


ペダルび重い•アシストしない 
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販売店名 
品 ま 
キー 番号 


電 話 
車体番号 
防犯登録き号 


おぼえのため、記入されると便利です。 










巧処方法 


ぺージ 


♦充電びでさていまずか？ 

♦長期間使用せずに、放置されていませんでしたか？ 

〇バッテ U —を充電して < ださい。 

16〜18 

♦初めて使用ずるバッテ U —ではないですか？ 

与> バッテ U —を充電して < ださい。 

16〜18 

♦道路条件や変速位置、苛酷な走行により、走行距離び、 
短くなりまず。 

31 

♦を期は、バッテ U —の特性上性能の低下び大きくなりまず。 

32 

♦タイヤの空気圧びな下していませんか？ 

〇自転車用ポンプを使って空気を入れてください。 

23 

♦ブレーキの調整は正し < でさていまずか？ 

〇ブレーキの調整をして<ださい。 

25 

♦繰り返しの充電や長時間の使用でバッテ U —は劣化 
(性能低下）しまず。 

〇1回の充電で走行でさる距離び著しく短くなった場合 
(新品時の約日0%]ツ下）は、新しいバッテ U - に交 
換してください。 

40 

ィ 


♦充電中、充電器は多み熱< なりまず。 
〇異常ではあ0ません。 


♦手で触れられないほど熱い場合は、異常でず。 

与> ただちに使用を中止し、販売店に修理をご依頼ください。 


♦充電途中で電源プラグを抜さませんでしたか？ 

〇再度充電してください。 

♦充電器の端子び巧れていませんか？ 

だ> 乾いた巧等で清掃してください。 

♦長期間使用されたバッテ U —でずか？ 

〇バッテ U —の寿命でず。販売店にご相談ください。 


>ペダルに足を乗せた状態での停車時に振動を感じる場合び 
ありまずび、モーター固有の特性でずので、故障ではあり 
ません。 



16〜18 



必要なとを 



走行距離び短い 
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卽理ま全基華 / BAA マー 通整備済 TS マー クのご紹ブ 


この自転車は（社）自転車協会び定めた自転車安全基準に基づ < 型式検査に合格した適合車です。 


自転車ち全基準 


「自転車安全基準」は、（社）自転車協会び J 旧（日本工業規格）をベースに 、 DIN (ドイツ規格）など海外の規格 
やヨー□ッパの環境負荷物質に関ずる規制旧 oHS 指令）を踏まえて、消費者の安全第一と環境負荷の低減を目的 
として定めた基準でず。 


baa マーク 


旧 AA マーク」は、自転車安全基準に基づく型式検査に合格した適合車に、貼ることびでさる 
マークで ず。 

「 BAA マーク」は、自転車の立パイプに貼付されていまず。 

《 BAA = 自転き協会認証 一 B に YCLE ASSOCIATION ( JAPAN ) APPROVED 


点検整備済 TS マーク（保険付き）のご紹介 


♦工場出荷時に貼付している TS マーク ♦保険付さ TS マークは、自転車安全整備 

( C ^] 已ページ）には、保険は付帯さ 店 ( TS マーク取扱店)で点検整備を行い、 

れていません。 基準に適合したを全な自転車であること 

♦傷害保険と賠償責任保険び付帯された を確認した上で貼ることびでさまず。 

保険付さ TS マーク（左図）び別にあり、♦費用や保険内容など詳細は、お買い巧 
お客様のご希望により貼付ずることび めの販売店ちし<は自転車を全整備店 

できまず。 （ TS マーク取扱店）にご相談ください。 


>点検！ I 年!] ] 月 I 旧び記入されてし)ない場合は、 

必ず、お買いホめの販売店に記入してちらってください。記入されていない場合は、 
補償されないとさびありまず。 




必要なとキ J 


名 


た一夕一形式 
定格出力 
補助力制御ち式 
バッテリー品番 
種類 
容量 

_ 質量 

充電器 品番 
形式 
電源 

充電時間 
質量 

消費電力 
待機消費電力 
変速機ち式 
駆動ち式 
制動装置前輪 
後輪 
照明装置 
施錠ち式 
乗車適応身長 


直流ブラシレスモーター 
2已0 W 
踏力比例制御 
NKY 2 已巨 B 02 
リチウムイオンバッテリー 
2巨 V - 已 Ah 
1-4 kg 
NKJ 033 
スタンド型 

AC 100 V (已0 Hz / 巨0 Hz ) 

_ 約3時間 _ 

約 0.7 kg 
約80 W 
約1.已 W 

_ 外装7段シフト _ 

インラインドライブ 

カンチレ/ V 形 キヤリブレー午 （/K ワー■モシユレーター付） 
カンチレバ’ 一 V おキヤリパブレーキ 
バッテリー式前照な 
ワイヤ錠 
148 cm L ソ上 


♦柔車適応身長は、個人差びありまずので、目安として<ださい。 

♦寸法や質量等の値は、部品のばらつさや仕様変更により、誤差び生じる場合びありまず。 

♦仕様変更などにより写真、イラストや内容び一部実車と異なる場合びありまず。 

参バッテ U —の寿命は、使用期間で]年半〜2年間、または充•放電回数で300〜400回でず。 

このとさのバッテ U —容量は、初期の約日0 %に低下しまず。（保証回数•期間ではありません。） 

♦この車種は、乗員体重を6已 k 旨で基本設計していまず。 

従って、著しくオーバーした体重の方び常用された場合は、各部の消耗度合、劣化度合び大きくなりまず。 
走行距離ち、『当社標準モード走行』に対して短<なりまず。 

※走行条件：バッテ U —は新品、気温は常温20で無風、車載質量は乗員日0 kg (荷物は無積載の状態。） 
バッテ U —ライトは未点な。アシストモードはオートマチック。路面は平滑で乾燥状態。 


1 ノ巨4 mm 

_已フ〇 mm _ 

_990 mm _ 

810 mm 〜970 mm 
2巨 X 1.已 HE 
1 9.7 kg 
ダイヤモンド形 
才一 J レフンター J \ 一 

シートステー、バッテリーライト下部、前後車輪、ペダルに取付 
_1 本スタンド _ 

24 km / h 未満 
42 km * 


^ 長 

全幅 
八ンドル高さ 
ヴドル高さ 
£タイヤ（前/後） 
総車両質量 
フレーム 
ノ、ンドルバー 
U フレクタ 
スタンド 
補助速度節囲 
変速团の位置 
充電1回の走行距離 
(当社標準モード走行） 
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ハリヤ 


. 長 ^ liif 赏 iii 

全全ンげ^心げク礎画麗 
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サドル高さ 




